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地域にとって本当に必要な医療とは ――

救急医療の視点から、
地域医療のこれからを考える。
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医
療
は
、
地
域
に
と
っ
て
不
可
欠
な
機
能
で
す
。

な
か
で
も
、
救
急
医
療
は
地
域
の
人
々
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
、

い
わ
ば
「
社
会
的
な
保
障
」
と
も
い
え
ま
す
。

私
た
ち
ペ
ガ
サ
ス
が
公
益
性
の
高
い
「
社
会
医
療
法
人
」
に
転
換
し
た
の
も
、

救
急
を
担
う
と
い
う
責
任
を
一
層
自
覚
し
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
す
る
揺
る
ぎ
な
い
信
念
か
ら
で
し
た
。

今
、
国
公
立
・
公
的
病
院
の
多
く
は
赤
字
体
質
が
慢
性
化
し
、

都
市
部
で
は
24
時
間
の
救
急
医
療
に
つ
い
て
も
、
依
存
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
救
急
医
療
を
支
え
て
い
る
の
は
、
多
く
の
民
間
病
院
で
あ
り
、

私
た
ち
馬
場
記
念
病
院
も
そ
の
一
つ
で
す
。

し
か
し
、
民
間
病
院
の
現
場
に
は
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
の
も
事
実
。

こ
の
地
域
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
医
療
を
築
い
て
い
く
に
は
、

民
間
の
救
急
病
院
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

病
院
と
住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
回
は
、
そ
う
し
た
視
点
か
ら
、
大
阪
市
に
あ
る
社
会
医
療
法
人
協
和
会
理
事
長
の
加
納
繁
照
先
生
か
ら
も

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
よ
り
大
き
な
視
野
か
ら
堺
市
医
療
圏
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

こ
の
地
域
の
救
急
医
療
を
守
り
、
よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
医
療
と
は ―

―

救
急
医
療
の
視
点
か
ら
、

地
域
医
療
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
。
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「
平
成
20
年
の
救
急
車
に
よ
る
総
搬
送

人
員
は
約
４
６
８
万
人
で
、
こ
こ
数
年
、

若
干
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

救
急
車
の
適
正
利
用
を
啓
発
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
成
果
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
タ

ク
シ
ー
代
わ
り
に
使
わ
な
い
よ
う
に
し
よ

う
、
と
い
う
意
識
が
広
が
っ
て
き
た
も
の

と
思
い
ま
す
」

　
「
そ
う
で
す
ね
、
た
だ
し
、
こ
こ
数
年

は
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、

こ
の
10
年
間
の
推
移
で
見
ま
す
と
、
や
は

り
1.4
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

問
題
は
、
ど
ん
な
患
者
さ
ま
が
増
え
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
傷
病
程
度
別
に

見
ま
す
と
、
中
等
症
、
軽
症
の
方
が
増

え
て
い
る
。
重
症
の
患
者
さ
ま
は
そ
れ
ほ

ど
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
全
体
の
救
急
搬
送

数
の
な
か
で
占
め
る
割
合
で
見
ま
す
と
、

重
症
の
占
め
る
割
合
は
約
12
％
か
ら
約

10
％
へ
と
減
っ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
も
う
一

つ
の
視
点
は
年
齢
層
で
す
。
小
児
、成
人
、

高
齢
者
の
分
類
で
み
る
と
、
こ
の
10
年
間

で
小
児
も
増
え
て
は
い
ま
す
が
、
高
齢
者

が
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

高
齢
者
で
中
等
症
、
軽
症
の
患
者
さ
ま

01
救
急
現
場
か
ら
の
緊
急
提
言

二
次
救
急
病
院
を
支
え
な
く
て
は
、
地
域
医
療
の
未
来
は
な
い
。

社
会
医
療
法
人
協
和
会
理
事
長
・
加
納
総
合
病
院
院
長　

加
納
繁
照
先
生
に
聞
く
。

社
会
医
療
法
人
協
和
会
・
加
納
総
合
病
院
は
、
大
阪
市
北
部
の
救
急
医
療
を
支
え
る
基
幹
病
院
と
し
て
、
60
年
近
い
歴
史
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

高
度
な
医
療
を
追
求
す
る
か
た
わ
ら
、
在
宅
介
護
や
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
に
も
力
を
入
れ
、
医
療
と
福
祉
の
両
面
か
ら
地
域
の
暮
ら
し
に
貢
献
し
て
い
る
。

そ
の
理
事
長
で
あ
る
加
納
繁
照
先
生
に
、
民
間
の
救
急
病
院
が
お
か
れ
て
い
る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

SP
E

C
IA

L

―
―

 

近
年
、
救
急
医
療
が
社
会
的
に

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
救
急
搬
送
の
現
状
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

―
―

 

救
急
搬
送
が
増
え
て
い
な
い
、

と
い
う
の
は
少
し
意
外
な
感
じ
が
し
ま
す

が
…
。

過去10年間の急病による救急搬送人員の変化（傷病程度別）

［厚生労働省資料「救急・救助の現状」（総務省消防庁）のデータを基に分析］

平成９年
全体

333.8万人
490.2万人

167.5万人
253.4万人 180.7万人

117.7万人 43.0万人
46.6万人

軽症 中等症 重症

平成19年

500
400
300
200
100
0

（万人）

全体 軽症 中等症 重症

■ 平成9年
■ 平成19年

重症ではなく中等症、
軽症が増えている

過去10年間の救急搬送人員の変化（年齢別）

500
450
400
350
300
250
200
150
100
50
0

（万人）

全体 小児 成人 高齢者

高齢者が倍に増加

全体

156.4万人増（＋46%）
490.2万人

20.1万人増（＋53%）
57.6万人 213.3万人

31.8万人増（＋17%）
333.8万人 37.5万人 181.5万人

114.5万人増（＋101%）
227.8万人

小児（18歳未満） 成人（18歳～64歳）
113.3万人

高齢者（65歳以上）
平成９年

平成19年
［厚生労働省資料「救急・救助の現状」（総務省消防庁）のデータを基に分析］

■ 平成9年
■ 平成19年

救
急
医
療
の
課
題
は
、

ど
こ
に
焦
点
を
当
て
る
べ
き
か
。
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「
一
般
に
、
二
次
救
急
医
療
機
関
で
対

応
で
き
な
い
重
篤
な
患
者
さ
ま
を
受
け

入
れ
る
の
が
、
三
次
救
急
医
療
機
関
、
い

わ
ゆ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ

う
に
、
高
齢
者
の
中
等
症
、
軽
症
の
救

急
患
者
さ
ま
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
実
態
と
し
て
は
救
急
患
者
さ
ま
の

大
半
が
二
次
救
急
医
療
機
関
へ
搬
送
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
の
大
阪
府
医

師
会
の
資
料
（
次
頁
）を
見
ま
す
と
、
三

次
救
急
医
療
機
関
へ
搬
送
さ
れ
た
の
は
全

体
の
2.6
％
に
過
ぎ
ず
、
二
次
救
急
医
療

機
関
へ
の
搬
送
が
87
・
３
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、全
国
平
均
で
み
て
も
、

三
次
救
急
医
療
機
関
へ
搬
送
さ
れ
る
割

合
は
全
体
の
１
割
に
満
た
な
い
の
で
す
。

多
く
の
人
は
、
救
急
と
い
う
と
す
べ
て

救
命
と
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
で
も
、
大
阪
府
下
で
は
実
際

は
約
１
％
だ
け
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ

運
ば
れ
る
患
者
さ
ま
は
、
救
急
車
１
０
０

台
に
１
台
し
か
な
い
わ
け
で
す
」

救急医療の仕組み

救急医療体制は、患者さまの疾患・損傷の
程度により3段階の医療施設がある。

初期救急医療施設
（休日夜間急病診療所など）

二次救急医療施設
（救急病院）

三次救急医療施設
（救命救急センター）

一般の救急病院で治療のできない重篤な救急患
者さまに対応する。

3

入院や手術を要する、やや重症度の高い患者さま
に対応する。

2

外来で治療できる軽症の救急患者さまに対応する。

1

が
非
常
に
増
え
て
い
る
実
態
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
」

　
「
ま
さ
に
そ
う
で
す
。
今
日
の
救
急
医

療
の
課
題
は
、
そ
こ
に
焦
点
を
当
て
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
」

―
―

 

「
高
齢
者
で
中
等
症
、
軽
症
の

救
急
搬
送
」
へ
の
対
応
が
急
務
、

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

―
―

 

救
急
搬
送
に
対
応
す
る
の
は
、二
次
、

三
次
救
急
医
療
機
関
で
す
が
、
そ
の
役
割

分
担
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

地
域
の
救
急
病
院
を
担
っ
て
い
る
の
は
誰
か
。

大
阪
の
中
心
地
（
大
阪
市
北
区
天
神
橋
７–

５–

15
）
に
あ
る
加
納
総
合
病
院
は
、
昭
和
28

年
８
月
開
設
。
内
科
、
外
科
、
脳
神
経
外
科
、

整
形
外
科
な
ど
多
様
な
診
療
科
を
有
し
、
24

時
間
対
応
の
救
急
・
急
性
期
医
療
か
ら
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
在
宅
医
療
ま
で
幅
広
い
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

社
会
医
療
法
人
協
和
会

加
納
総
合
病
院
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開設者による病院の分類

　
「
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
マ
ス
コ
ミ
が
取
り

上
げ
る
報
道
の
多
く
が
、
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
に
偏
っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
も
う

一
つ
、
見
て
ほ
し
い
の
は
、
三
次
救
急
医

療
機
関
へ
搬
送
さ
れ
た
患
者
さ
ま
の
内
訳

で
す
。
重
症
患
者
さ
ま
よ
り
も
、
実
は

中
等
症
以
下
の
患
者
さ
ま
の
方
が
多
い
ん

で
す
。
こ
の
数
字
を
見
れ
ば
、
現
代
の

救
急
医
療
の
問
題
は
一
目
瞭
然
だ
と
思
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
二
次
救
急
病
院
で

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
患
者
さ
ま

が
、
三
次
救
急
病
院
へ
と
流
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。
そ
れ
だ
け
二
次
救
急
病
院
が
手

一
杯
に
な
っ
て
お
り
、
疲
弊
し
て
い
る
と
も

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
「
当
院
で
は
24
時
間
３
６
５
日
救
急
搬

送
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ

件
数
は
、
平
成
21
年
で
約
５
２
７
３
件
に

の
ぼ
り
ま
す
が
、
か
な
り
目
一
杯
と
い
う

感
じ
で
や
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、
二
次
救

急
病
院
の
大
半
は
、
私
ど
も
の
よ
う
な

民
間
病
院
な
ん
で
す
。
そ
も
そ
も
日
本

の
病
院
８
６
０
０
施
設
の
う
ち
、
約
８
割

が
民
間
病
院
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
当
然
と

も
言
え
ま
す
が
…
」

　
「
え
え
。
そ
こ
で
、
私
が
最
近
、
唱
え

て
い
る
の
が
［
２・３・４
、８・７・６
の
法

則
］
で
す
。
こ
れ
は
日
本
の
病
院
に
お
け

る
官
と
民
の
お
よ
そ
の
割
合
を
示
し
た
も

の
で
、総
務
省
消
防
庁
の
消
防
白
書
「
全

国
医
療
機
関
別
救
急
搬
送
人
員
の
状

況
」
か
ら
割
り
出
し
た
も
の
で
す
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
官
は
日
本
全
国
の
病
院
数

で
約
２
割
、
病
床
数
で
約
３
割
、
救
急

搬
送
受
け
入
れ
数
で
は
約
４
割
し
か
占
め

て
い
ま
せ
ん
。
反
対
に
、
民
間
は
病
院
数

で
約
８
割
、
病
床
数
で
約
７
割
、
救
急

搬
送
受
け
入
れ
数
で
は
約
６
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
法
則
を
見
れ
ば
、
一
般
の

人
々
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
ら
れ
る
以
上
に
、

民
間
病
院
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
」

―
―

 

一
般
に
「
救
急
イ
コ
ー
ル
救
命
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
が
、

実
際
は
か
な
り
違
い
ま
す
ね
。

―
―

 

二
次
救
急
病
院
と
い
う
の
は
、

先
生
の
と
こ
ろ
、
加
納
総
合
病
院
も

そ
う
で
す
ね
。

―
―

 

民
間
病
院
の
頑
張
り
が
、

救
急
医
療
を
支
え
て
い
る
、
と
…
。

厚生労働省「医療施設調査の開設者分類」によると、病院は開設
者により 下記のように分類することができる。

大阪府下搬送先の種類別件数（総数）平成17年と平成18年の比較

平成17年
三次

重症
中等症以下

二次
救急告示以外
総数

平成18年

369,180（87.3％）369,718（87.3％）

10,873（2.6％）
4,665（1.1％）
6,208（1.5％）

10,174（2.5％）
4,439（1.1％）
5,735（1.4％）

42,990（10.1％）
423,581

43,234（10.2％）
422,588

本当の三次（救命）は救急搬送100台に1台だけ
救急のメインは二次救急！！

［大阪府医師会資料より］

全救急搬送数に占める医療機関別の割合

304,047人
6.5％

1,096,072人
23.4％

2,679,016人
57.4％

594,094人
12.7％

［総務省消防庁「平成21年版救急・救助の現状」（平成20年中）より］

6.5％

23.4％

12.7％
57.4％

■国立　■公立　■公的　■民間

国
厚生労働省、独立行政法人国立病院機構、国立大学法人、独立行政法
人労働者健康福祉機構、その他(国の機関)
※独立行政法人国立病院機構、国立大学法人、独立行政法人労働者健康福
祉機構は、各々の法律により医療法の適用については国とみなされている。

社会保険関係団体
全国社会保険協会連合会、厚生年金事業振興団、船員保険会、健康保
険組合及びその連合会、共済組合及びその連合会、国民健康保険組合

都道府県、市町村、地方独立行政法人、日赤、済生会、北海道社会事業
協会、厚生連、国民健康保険団体連合会

公的医療機関

医療法人
個人

その他
公益法人、私立学校法人、社会福祉法人などの上記以外の法人

本誌では、国=国立病院、公的医療機関・社会保険団体=公立・公
的病院、医療法人・個人・その他=民間病院(私的病院)と区分して
表現している。
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Pegasus Tsubasa  特集1

　
「
大
阪
府
の
救
急
搬
送
受
け
入
れ
数
で

は
、
77
％
が
私
的
医
療
機
関
で
、
国
立

病
院
３
％
、 

公
立
病
院
13
％
、
公
的
病

院
７
％
の
割
合
で
、
全
国
平
均
よ
り
も
さ

ら
に
民
間
病
院
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
別
の
角
度
か
ら
い
う
と
、

人
口
密
度
の
高
い
22
の
都
道
府
県
は
、
民

間
病
院
が
先
頭
に
立
っ
て
救
急
の
受
け
入

大阪府下の二次救急病院等施設数の推移

18年3月末17年3月末16年3月末ブロック
豊能
三島
北河内
中河内
南河内
堺
泉州
大阪市

21
25
38
25
26
22
31
99

21
24
38
23
23
23
29
92

21
23
38
22
23
22
29
93

20
21
38
21
23
23
29
90

17
21
35
20
19
23
28
85

合計 287 273 271 265 248

20年3月末19年3月末

［大阪府医師会資料を基に作成］

大阪府下・市町村ごと、および全国の救急搬送における民間病院が占める割合

［総務省消防庁「平成20年版救急・救助の現状」を基に作成］

［大阪府医師会資料（平成18年）を基に作成］

計
大阪市
岸和田市
豊中市
池田市
吹田市
泉大津市
高槻市
貝塚市
茨木市
八尾市
泉佐野市
富田林市
河内長野市
松原市
大東市
和泉市
箕面市
摂津市
東大阪市
泉南市
四條畷市
交野市
大阪狭山市
島本町
豊能町
能勢町
忠岡町
熊取町
河南町
堺市高石市消防組合
守口市門真市消防組合
枚方寝屋川消防組合
柏原羽曳野藤井寺消防組合
阪南岬消防組合

77.7％
86.9％
53.9％
52.7％
37.9％
31.4％
63.5％
90.0％
59.8％
64.5％
70.1％
38.4％
67.8％
68.5％
85.4％
96.8％
67.2％
22.1％
74.7％
80.4％
55.3％
95.8％
90.9％
90.2％
96.0％
43.0％
46.2％
83.0％
70.7％
76.6％
80.9％
96.5％
85.1％
61.6％
16.4％

■ 80％以上

■ 50％～80％未満

□ 50％未満

■ 70％以上

■ 60％以上

■ 50％以上

　
「
医
師
不
足
で
は
な
く
、
二
次
救
急
病

院
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
実
際
、
二
次
救
急
か
ら
撤

退
し
て
い
る
病
院
が
増
え
て
い
る
ん
で
す
。

こ
れ
も
、
大
阪
市
の
デ
ー
タ
を
見
れ
ば
一

目
瞭
然
で
す
。
平
成
16
年
３
月
末
か
ら

20
年
３
月
末
ま
で
の
短
い
間
で
、
大
阪
市

内
に
あ
っ
た
99
の
病
院
が
85
カ
所
に
減
っ
て

い
る
。
大
阪
府
全
体
で
は
、
２
８
７
カ
所

あ
っ
た
救
急
病
院
が
２
４
８
カ
所
ま
で
激

減
し
て
い
る
ん
で
す
」

　
「
救
急
か
ら
の
撤
退
理
由
は
、
経
営
的

に
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に

尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
民
間
の

医
療
機
関
が
資
金
を
借
り
た
り
、
経
営

指
導
を
受
け
る
機
関
と
し
て
、
厚
生
労

働
省
所
管
の
独
立
行
政
法
人
・
福
祉
医

療
機
構
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
調
査
報

告
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
見
て
く
だ
さ
い（
次

頁
）。
救
急
を
担
う
一
般
病
院
の
経
常
利

益
率
は
、０
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
利
益
が
全
く
出
な
い
状
況

な
ん
で
す
」

―
―

 

デ
ー
タ
か
ら
ひ
も
と
い
て
い
く
と
、

意
外
な
現
状
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
ま
す
ね
。

―
―

 

ど
う
し
て
「
救
急
患
者
さ
ま
の
た
ら

い
回
し
」
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
や
は
り
、
近
年
い
わ
れ
る
医

師
不
足
が
影
響
し
て
い
ま
す
か
。

二
次
救
急
病
院
を
め
ぐ
る
問
題
は
何
か
。

―
―

 

二
次
救
急
か
ら
撤
退
し
て
い
る
病
院

が
急
増
し
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
で
す
か
。

れ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
反
対
に
、
人

口
密
度
が
低
い
エ
リ
ア
で
は
、
自
治
体
か

ら
の
補
助
が
あ
る
公
立
・
公
的
病
院
で
な

く
て
は
、
経
営
が
成
り
立
た
な
い
の
で
、

公
立
・
公
的
病
院
が
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
府
の
よ
う
な
都
心

部
で
は
、
民
間
病
院
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
握
っ
て
救
急
医
療
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
、
一
般
の
皆
さ
ま
に
は
認
識
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」

　
「
病
院
運
営
に
は
、
多
大
な
設
備
費
や

人
件
費
が
必
要
で
す
が
、
救
急
医
療
で

は
と
く
に
夜
間
の
当
直
人
件
費
が
か
な

り
重
荷
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
、

電
子
カ
ル
テ
化
に
伴
う
費
用
な
ど
も
嵩
ん

で
い
ま
す
。
ど
の
救
急
病
院
も
非
常
に
経

営
が
苦
し
い
の
が
実
態
だ
と
思
い
ま
す
」

―
―

 

非
常
に
厳
し
い
数
字
で
、
正
直
、
驚

き
ま
し
た
。
救
急
医
療
が
経
営
的
に
成
り

立
た
な
い
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
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「
残
念
な
こ
と
に
、
救
急
を
頑
張
っ
て

も
診
療
報
酬
加
算
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

以
前
、
そ
う
い
う
動
き
も
あ
り
ま
し
た

が
、
財
源
不
足
で
不
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
D
P
C
上
で
救
急
医
療
係

数
が
導
入
さ
れ
、
救
急
医
療
に
力
を
入

れ
て
い
る
病
院
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
動

き
が
、
２
０
１
０
年
４
月
の
診
療
報
酬
改

定
で
は
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
大

い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
（
詳
し
く
は

12
頁
参
照
）」

　
「
国
公
立
・
公
的
病
院
は
赤
字
体
質
が

―
―

 

経
営
が
苦
し
い
の
は
、

国
公
立
・
公
的
病
院
も
同
じ
状
況
で
す
ね
。

一般病院の経営分析

［（独）福祉医療機構「病医院の経営分析参考指標」（平成19年度決算分）より］

医業利益率が３.０％を下回った場合は、キャッシュ
フロー上、赤字となり、資本を毀損するか、新た
な借入金を必要とする。

10%

9%

8%

7%

6%

5％

4％

3％

2％

1％

0％

-1％
15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

● 医業利益率
■ 経常利益率
◆ 収益率

2.7

2.1

1.8

2.5

1.8

1.2

1.2

0.6

0.9
0.8

0.1

0.5
0.5

0.0

-0.3

―
―

 

救
急
に
対
す
る

診
療
報
酬
加
算
な
ど
は
な
い
の
で
す
か
。

慢
性
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
病
院
経

営
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
は
、
繰
入
金
が

あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。
経
常
損
益
が
赤

字
で
も
、
市
町
村
で
負
担
す
る
繰
入
金
、

す
な
わ
ち
税
金
で
ま
か
な
え
る
仕
組
み
で

す
。
大
阪
府
内
の
公
立
病
院
の
財
政
状

況
を
見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、
税
金
負

担
が
経
営
を
支
え
て
い
ま
す
。
は
っ
き
り

いっ
て
民
間
病
院
な
ら
た
ち
ま
ち
潰
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
一
方
は
税
金
で
賄
う

こ
と
が
で
き
、
一
方
の
民
間
病
院
は
自
前

で
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
危

機
感
の
違
い
が
あ
り
、
民
間
病
院
の
経
営

努
力
を
促
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

民
間
病
院
は
ど
こ
も
知
恵
を
絞
っ
て
、
創

意
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
」

大阪府内公立病院の財政状況

［地方公営企業年鑑より］

（百万円）

所在市 病院名 収益（繰入金含む）
大阪市
岸和田市
堺市
東大阪市
豊中市
八尾市
枚方市
箕面市
吹田市
池田市
貝塚市
和泉市
泉大津市
泉佐野市
松原市
柏原市
阪南市
藤井寺市

大阪市4病院
岸和田市民病院
市立堺病院
市立総合病院
市立豊中病院
八尾市民病院
枚方市民病院
箕面市立病院
吹田市民病院
市立池田病院
市立貝塚病院
和泉市立病院
泉大津市立病院
市立泉佐野病院
市立松原病院
市立柏原病院
阪南市立病院
藤井寺市民病院

42,694
11,222
11,385
12,947
14,984
7,652
6,377
6,990
8,596
8,573
4,650
4,910
4,609
11,220
3,258
2,858
1,215
1,959

費用
43,418
11,417
12,647
13,245
16,276
9,633
6,205
7,306
9,738
9,213
5,494
6,501
4,912
12,474
4,055
3,853
2,391
1,966

-725
-195
-1,261
-298
-1,292
-1,981
172
-315
-1,142
-640
-844
-1,591
-302
-1,254
-798
-995
-1,177
-7

損益 繰入金 損益
10,645
1,700
1,353
1,138
1,085
970
921
865
761
667
627
503
397
392
308
227
100
51

-11,370
-1,895
-2,615
-1,436
-2,377
-2,951
-749
-1,180
-1,903
-1,306
-1,471
-2,094
-699
-1,646
-1,105
-1,222
-1,276
-58

表向き 本当

収益
（繰入金含む）

収入

費用

支出

損益

赤字

繰入金

税金

損益

本当の赤字

つばさ 07



Pegasus Tsubasa  特集1

　
「
社
会
医
療
法
人
に
な
っ
た
時
点
で
、

す
で
に
オ
ー
ナ
ー
は
自
分
の
私
的
財
産
所

有
権
を
放
棄
し
て
い
ま
す
か
ら
、
何
ら

か
の
外
部
的
要
因
で
、
た
と
え
ば
救
急

搬
送
の
受
け
入
れ
件
数
が
減
っ
た
り
す
る

と
、
病
院
は
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
う
い
う
厳
し
い
ル
ー
ル

を
改
正
し
、
公
益
性
の
高
い
民
間
病
院

が
よ
り
多
く
社
会
医
療
法
人
に
な
る
よ

う
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
に
働

き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
「
こ
こ
ま
で
お
話
し
し
て
き
た
よ
う
に
、

地
域
の
救
急
医
療
を
担
っ
て
い
る
の
は
民

間
の
救
急
病
院
で
あ
り
、
そ
の
救
急
病

院
が
激
減
し
て
い
る
危
機
的
な
状
況
に
あ

社会医療法人とは

　
「
救
急
医
療
に
懸
命
に
取
り
組
む
な

ど
、
公
益
性
の
高
い
病
院
は
民
間
で
あ
っ

て
も
税
制
面
で
支
援
し
、
経
営
の
安
定

性
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
の
が
、
社
会
医
療

法
人
で
す
。
国
や
自
治
体
か
ら
す
れ
ば
、

赤
字
経
営
が
慢
性
化
し
て
い
る
各
自
治

体
病
院
な
ど
の
受
け
皿
と
し
て
、
社
会

医
療
法
人
を
創
設
し
、
国
や
自
治
体
の

財
政
悪
化
を
食
い
止
め
つ
つ
、
公
的
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
さ
せ
る
と
い
う
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
医
療
法
人

の
制
度
化
に
向
け
て
私
た
ち
は
５
年
前
か

ら
運
動
し
、
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
賛

同
を
い
た
だ
い
て
、
よ
う
や
く
形
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
大
阪
府
で
は
11
法
人
、

全
国
で
99
法
人
が
認
可
を
得
て
い
ま
す
。

―
―

 

平
成
20
年
に
、
新
た
に
社
会
医
療

法
人
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
長
年
、

そ
の
制
度
化
に
向
け
て
努
力
し
て
こ
ら
れ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
狙
い
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

「
社
会
医
療
法
人
」
に
活
路
を
見
出
す
。

た
だ
、
認
定
の
ハ
ー
ド
ル
が
非
常
に
高
く
、

法
人
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
い
う
事
実

も
あ
り
ま
す
」

　
「
社
会
医
療
法
人
に
は
、
医
療
法
人
の

公
益
性
・
透
明
性
を
重
視
す
る
た
め
に
、

出
資
持
分(
私
的
財
産
所
有
権)

の
放

棄
や
役
員
の
同
族
支
配
の
制
限
な
ど
が

厳
し
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公

益
性
の
高
い
医
療
活
動
を
行
う
こ
と
が
条

件
で
、
た
と
え
ば
救
急
実
績
で
い
え
ば
、

夜
間
・
休
日
の
受
け
入
れ
が
年
間
７
５
０

件
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
方
の

中
小
医
療
機
関
に
と
っ
て
、
こ
の
要
件
を

ク
リ
ア
す
る
の
は
か
な
り
難
し
い
と
い
え

ま
す
。
さ
ら
に
、
認
定
後
に
要
件
を
欠

く
こ
と
に
な
る
と
、
減
免
さ
れ
て
い
た
税

金
を
一
括
納
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
規
定
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
ネ
ッ
ク

と
な
り
、
認
定
申
請
を
躊
躇
す
る
法
人

が
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
」

―
―

 

か
な
り
厳
し
い
要
件
で
す
ね
。

―
―

 

最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、

地
域
の
救
急
医
療
を
安
定
化
さ
せ
る
の
に

必
要
な
こ
と
は
何
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

り
ま
す
。
確
か
に
、
重
症
な
感
染
症
、

難
病
な
ど
の
一
部
の
医
療
に
つ
い
て
は
不

採
算
と
な
っ
て
も
、
国
公
立
・
公
的
の
三

次
救
急
病
院
が
担
う
べ
き
分
野
で
す
。

ま
た
、
地
方
で
は
、
公
立
病
院
が
支
え

て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
相
当
の
支
援

も
必
要
で
す
。
し
か
し
、
都
市
部
で
は
、

民
間
病
院
と
い
う
豊
富
な
医
療
資
源
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
活
か
し
、
効
率
的

に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
す

な
わ
ち
、
日
々
の
生
活
に
お
け
る
二
次
救

急
を
支
え
る
民
間
病
院
を
も
っ
と
支
援
し

て
い
た
だ
か
な
く
て
は
、
地
域
の
救
急
医

療
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
て
い
ま
す
。
三
次
救
急
医
療
機

関
を
強
化
す
る
よ
り
も
、
ま
ず
は
目
前

の
二
次
救
急
医
療
機
関
の
支
援
が
急
務

で
す
。
こ
の
こ
と
を
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

国民の医療に対する安心、信頼を確保
し、質の高い医療サービスを適切に提
供する医療体制を確立するために、平
成２０年度からスタートした制度。都道
府県の医療計画に基づいて、救急医療
やへき地医療、周産期医療など特に地
域で必要な医療の提供を担う医療法人
を、新たに社会医療法人として位置づけ
ることになった。

●社会医療法人の認定にあたっては、同一
親族など関係者(役員、社員、評議員の親
族など)の制限のほか、救急医療等確保
事業に係る業務の実施、救急医療等確保
事業に係る業務の基準、公的な運営、解
散時の残余財産の帰属先などについて、
それぞれ認定要件が定められている。

―
―

 

ど
ん
な
認
定
条
件
が
あ
り
ま
す
か
。

加納総合病院前に並ぶ救急車
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広
島
国
際
大
学
・
医
療
福
祉
科
学
研

究
科
で
は
、
日
本
全
国
の
二
次
医
療
圏

の
人
口
と
病
院
数
と
の
関
係
を
調
べ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
各
診
療
圏
に
住
む
生
活

者
が
、
車
で
何
分
以
内
の
距
離
に
、
救

急
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
施
設

が
あ
る
か
、
と
い
う
立
地
条
件
に
関
す

る
も
の
。
そ
の
調
べ
に
よ
る
と
、
堺
市
の

場
合
は
、
99
・
８
％
の
人
が
、
10
分
以
内

に
救
急
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
だ
け
救
急
病
院
の
数

が
多
く
、「
面
」
と
し
て
充
足
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

も
う
一
つ
、
平
成
19
年
中
の
救
急
業
務

に
つ
い
て
調
べ
た
大
阪
府
消
防
統
計
デ
ー

タ
を
紹
介
し
よ
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
堺

02
救
急
現
場
か
ら
の
緊
急
提
言

堺
市
医
療
圏
の
救
急
医
療
と
馬
場
記
念
病
院
の
取
り
組
み
。

民
間
の
救
急
病
院
が
先
導
し
て
、
地
域
の
救
急
医
療
を
守
り
、
支
え
て
い
る
状
況
。

そ
れ
は
、
堺
市
医
療
圏
で
も
変
わ
ら
な
い
。

第
二
章
で
は
、
こ
の
エ
リ
ア
に
お
け
る
救
急
医
療
の
状
況
と
馬
場
記
念
病
院
の
実
績
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
展
望
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

SP
E

C
IA

L

約
７
割
の
救
急
患
者
さ
ま
が

30
分
以
内
に
病
院
へ
。

つばさ 09



Pegasus Tsubasa  特集1

示
医
療
機
関
以
外
の
病
院
数
を
含
む
）。

第
一
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
堺
市

医
療
圏
で
も
民
間
病
院
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
握
っ
て
、
救
急
医
療
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

馬
場
記
念
病
院
・
事
務
部
長
の
田
中

恭
子
は
こ
う
分
析
す
る
。

　
「
大
阪
府
南
部
は
医
療
機
関
が
比
較

的
少
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
か
と
いっ
て

救
急
医
療
の
点
で
遅
れ
て
い
る
と
は
決
し

て
い
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
地

域
の
人
々
が
必
要
と
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
救

急
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
が

整
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
全
国
で

も
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

大阪府医療機関別搬送状況

［平成19年版大阪府消防統計より］

■国立　■公立　■公的　■民間　■その他

345,990人
77.4％

61,274人
13.7％

10,596人
2.4％

28,939人
6.5％

410人
0.1％

410人
0.1％

10,596人
2.4％

28,939人
6.5％61,274人

13.7％

345,990人
77.4％

市
医
療
圏
に
お
け
る
救
急
搬
送
で
、
30

分
以
内
に
病
院
へ
収
容
し
た
割
合
は
71
・

３
％
。
こ
れ
は
総
務
省
消
防
庁
の
調
べ
た

全
国
平
均
の
45
・
１
％
（
平
成
20
年
中
）

を
大
き
く
上
回
る
。
全
国
的
に
見
て
も

優
れ
た
救
急
医
療
体
制
を
築
い
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　

堺
市
医
療
圏
で
は
現
在
、
救
急
医
療

を
担
う
医
療
機
関
が
23
施
設
（
大
阪
医

療
刑
務
所
病
院
を
除
く
）あ
る
。そ
し
て
、

大
阪
労
災
病
院
、
市
立
堺
病
院
を
除
く

21
施
設
は
、
民
間
病
院
で
あ
る
。
同
じ

く
大
阪
府
消
防
統
計
の
救
急
搬
送
の
内

訳
を
見
る
と
、
77
・
４
％
が
私
的
病
院
へ
、

22
・
６
％
が
国
公
立
・
公
的
病
院
へ
搬
送

さ
れ
て
い
る
（
医
療
圏
外
及
び
救
急
告

収容所要時間別搬送状況／堺市・高石市と全国の比較

■10分未満　■10分以上20分未満
■20分以上30分未満　■30分以上

堺市・高石市

全国
［（堺市）平成19年版大阪府消防統計より］

［（全国）総務省消防庁「平成21年版　救急・救助の現状」（平成20年中）より］

10,972件
25.1％

20,075件
45.9％

12,545件
28.7％

111件　0.3％

492,729件
10.5％

1,607,862件
34.4％

2,570,781件
54.9％

7,264件　0.2％
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堺
市
消
防
局
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
救

急
搬
送
件
数
は
平
成
19
年
を
ピ
ー
ク
に
や

や
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
呼

応
す
る
よ
う
に
、
馬
場
記
念
病
院
へ
の
救

急
搬
送
件
数
も
平
成
20
年
を
ピ
ー
ク
に
、

昨
年
は
若
干
減
少
し
た
。
と
は
い
え
、
そ

の
数
は
優
に
年
間
７
０
０
０
件
を
超
え
、

平
成
13
年
か
ら
21
年
ま
で
を
見
る
と
1.4

倍
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
搬
送
件
数
は
、

堺
市
医
療
圏
内
で
も
群
を
抜
き
、
ま
さ

に
、
公
益
性
の
高
い
社
会
医
療
法
人
と
し

て
、
救
急
医
療
に
し
っ
か
り
貢
献
し
て
い

救
急
医
療
を
リ
ー
ド
す
る

馬
場
記
念
病
院
の
実
績
。る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
救
急
患
者
さ
ま
を
断
ら
な
い
の
は
、

救
急
病
院
と
し
て
当
然
の
使
命
で
す
。

そ
の
思
い
を
全
職
員
が
共
有
す
る
よ
う

に
、
10
年
以
上
前
か
ら
意
識
改
革
に
努

め
、
ベッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
救

急
患
者
さ
ま
に
迅
速
に
対
応
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果

が
、
救
急
搬
送
件
数
に
も
そ
の
ま
ま
表

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
田
中
は

胸
を
張
る
。

堺市消防局管内救急出場件数と
馬場記念病院への救急搬送件数の推移

［堺市消防局　救急統計より（平成13年～平成21年）］　［馬場記念病院調べ］

（件）
45,000

40,000

35,000

7000

6000

5000

0
H13年 H14年 H15年 H16年 H17年 H18年 H19年 H20年 H21年

堺市消防局管内
馬場記念病院

堺市医療圏内における医療機関別救急搬送件数

［平成19年版大阪府消防統計より］

■国立　■公立　■公的　■民間　■その他

317人
0.7％

317人
0.7％

1,861人
4.3％

636人
1.5％

636人
1.5％

7,000人
16.0％

33,889人
77.5％

33,889人
77.5％

7,000人
16.0％

1,861人
4.3％
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DPC対象病院と
機能評価係数

DPCとは、D i agnos i s  P rocedure 
Combination の略で、それまでの診療行為
ごとに計算する出来高払いとは異なり、入院
患者さまの傷病(診断群)ごとに定額の入院治
療費が標準的に算定されるもの。医療をむだ
なく効率的に提供できる仕組みとして、急性
期病院の必須条件となりつつある。現在、全
国のDPC対象病院は、1,334施設。馬場記
念病院は平成16年4月からDPC対象病院に
なった。
機能評価係数Ⅱは、優れた医療機能を持つ
病院を診療報酬で優遇するために導入され
たもの。従来、DPC導入病院の診療報酬単
価は、「調整係数（前年度の収入に応じて算
定）」などによって差がつけられていたが、必
ずしも各病院の診療実績に基づくものではな
かった。そこで、調整係数を段階的に廃止し、
2010年度診療報酬改定から、救急医療や地
域医療への貢献なども加えた新たな「機能評
価係数Ⅱ」を導入することが決定された。

　

別
の
角
度
か
ら
、
馬
場
記
念
病
院
の

実
績
を
見
て
み
よ
う
。
今
年
３
月
19

日
、
厚
生
労
働
省
か
ら
平
成
22
年
度
の

D
P
C
対
象
病
院
の
「
機
能
評
価
係
数

Ⅱ
」
が
告
示
さ
れ
た
。「
機
能
評
価
係

数
Ⅱ
」
と
は
、
平
成
22
年
度
よ
り
導
入

さ
れ
た
、
D
P
C
対
象
病
院
に
つ
い
て
評

価
す
る
新
し
い
ル
ー
ル
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
デ
ー
タ
提
出
指
数
」

「
効
率
性
指
数
」「
複
雑
性
指
数
」「
カ

バ
ー
率
指
数
」「
救
急
医
療
係
数
」「
地

域
医
療
指
数
」
の
６
項
目
か
ら
算
出
さ

れ
、
係
数
が
大
き
い
病
院
の
ほ
う
が
「
医

療
機
能
が
高
い
」
と
評
価
さ
れ
る
。

　

こ
の
「
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
」の
告
示
で
、

馬
場
記
念
病
院
は
全
国
の
D
P
C
対
象

病
院
（
１
３
３
４
病
院
）
の
な
か
で
、
12

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。
こ
れ
は
も
ち
ろ

ん
、
堺
市
で
は
ト
ッ
プ
、
大
阪
府
下
で
も

３
位
の
実
績
で
あ
る
。

　
「
D
P
C
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

病
院
の
診
療
実
績
が
可
視
化
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
よ
う
や
く
オ
ー
プ
ン
な
形
で
公
表

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
私
た
ち
と
し
て

も
自
分
た
ち
の
実
力
が
評
価
さ
れ
た
も

の
と
、
う
れ
し
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
情
報
の
オ
ー
プ
ン
化

は
、
医
療
を
受
け
る
患
者
さ
ま
に
と
っ
て

も
、
大
変
良
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
自
分
自
身
や
家
族
が
病
気
に
な
っ
た

と
き
、
や
は
り
、
診
療
実
績
の
豊
富
な

病
院
を
選
び
た
い
と
い
う
の
が
、
一
般
的

な
市
民
感
覚
だ
と
思
い
ま
す
」
と
田
中

は
評
価
す
る
。

　

さ
ら
に
、
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
の
中
の

「
救
急
医
療
係
数
」
だ
け
を
見
る
と
、

馬
場
記
念
病
院
は
全
国
最
高
の
数
字
と

な
る
。
救
急
医
療
係
数
と
は
、
簡
単
に

い
う
と
、
緊
急
入
院
患
者
さ
ま
と
す
べ

て
の
入
院
患
者
さ
ま
の
入
院
２
日
目
ま
で

の
治
療
に
か
か
っ
た
費
用
の
差
額
を
計
算

し
、
病
院
ご
と
に
評
価
す
る
も
の
。
診

断
群
分
類
と
緊
急
患
者
さ
ま
の
数
に
応

じ
て
、
評
価
の
度
合
い
は
異
な
る
。
緊
急

入
院
の
場
合
、
予
定
入
院
に
比
べ
て
、
診

断
を
下
す
ま
で
の
初
期
治
療
に
コ
ス
ト
が

か
か
る
た
め
、
そ
の
部
分
を
診
療
報
酬

で
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
係
数

だ
。
こ
の
係
数
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
多
く
の
救
急
患
者
さ
ま
を
受

け
入
れ
、
充
分
な
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
投
入

し
て
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
表
す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

田
中
は
言
う
。「
一
般
的
な
二
次
救
急

医
療
機
関
で
は
、
当
直
医
の
数
は
１
〜

２
名
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

当
院
で
は
内
科
、
外
科
に
加
え
、
脳
神

経
外
科
、
整
形
外
科
、（
脳
）
神
経
内
科
、

の
医
師
５
名
が
当
直
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
の
人
材
を
投
入
す
る
に
は
、
当
然

人
件
費
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
部
分
を
一

部
で
も
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
評
価
係
数
が
導

入
さ
れ
、
正
直
、
大
変
あ
り
が
た
い
と
感

じ
て
い
ま
す
」。

全
国
D
P
C
対
象
病
院
の
な
か
で
、

救
急
医
療
N
o
．１
の
実
績
。

「機能評価係数Ⅱ」上位ランクの病院一覧とその「救急医療指数」

［厚生労働省告示資料より］

済生会熊本病院

独立行政法人国立病院機構熊本医療センター

徳島赤十字病院

沖縄県立中部病院

恩賜財団 済生会 横浜市東部病院

医療法人 沖縄徳洲会 湘南鎌倉総合病院

社会医療法人 仁愛会 浦添総合病院

医療法人徳洲会 岸和田徳洲会病院

医療法人社団健脳会 千葉脳神経外科病院 

社会医療法人財団慈泉会 相澤病院 

医療法人錦秀会 阪和記念病院 

社会医療法人 ペガサス 馬場記念病院 

医療法人 徳洲会 札幌東徳洲会病院 

福岡新水巻病院 

財団法人聖路加国際病院 

熊本赤十字病院 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

12

12

12

12

熊本県

熊本県

徳島県

沖縄県

神奈川県

神奈川県

沖縄県

大阪府

千葉県

長野県

大阪府

大阪府

北海道

福岡県

東京都

熊本県

0.0340

0.0326

0.0317

0.0310

0.0309

0.0303

0.0302

0.0300

0.0296

0.0292

0.0290

0.0289

0.0289

0.0289

0.0289

0.0289

0.0124

0.0116

0.0122

0.0124

 0.0117

0.0124

 0.0120

0.0124

0.0111

0.0115

0.0124

0.0124

0.0124

0.0124

0.0091

0.0093

順位 病院名 都道府県 機能評価係数Ⅱ救急医療係数

市立堺病院 大阪府 0.0224 0.0077

厚生労働省告示資料より
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脳卒中の患者さまの推移　平成12年～21年

［馬場記念病院調べ］
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脳神経外科手術件数推移

［馬場記念病院調べ］
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の
で
は
な
い
か
。
医
師
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

並
外
れ
た
努
力
、
そ
し
て
病
院
全
体
の
シ

ス
テ
ム
の
工
夫
が
あ
る
か
ら
こ
そ
実
現
し

て
い
る
診
療
体
制
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

馬
場
記
念
病
院
副
院
長
・
脳
神
経
外

科
部
長
の
魏
秀
復
医
師
は
言
う
。

　
「
当
院
は
、
脳
卒
中
の
な
か
で
も
、
出

血
性
疾
患
の
患
者
さ
ま
が
多
い
の
が
特
徴

で
す
。
そ
れ
は
出
血
性
疾
患
は
24
時
間

体
制
で
慎
重
に
容
態
を
観
察
し
、
出
血

が
広
が
れ
ば
、
即
座
に
緊
急
手
術
が
必

要
に
な
る
た
め
、
他
の
病
院
か
ら
の
紹
介

転
院
が
多
い
か
ら
で
す
。
当
院
は
昼
夜

を
問
わ
ず
、
緊
急
手
術
の
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
地
域
の

皆
さ
ま
や
医
療
施
設
か
ら
、
頼
り
に
さ

れ
て
い
る
の
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
」。

　

魏
医
師
の
言
葉
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、

脳
神
経
外
科
の
手
術
件
数
も
非
常
に
多

い
。
こ
の
10
年
間
で
は
多
少
の
バ
ラ
つ
き

は
あ
る
が
、
大
学
病
院
レ
ベ
ル
に
匹
敵
す

る
手
術
件
数
だ
。
手
術
数
が
多
い
、
と

い
う
こ
と
は
何
を
表
し
て
い
る
の
か
。
そ

れ
は
医
師
の
技
量
の
高
さ
に
結
び
つ
く
も

の
で
あ
り
、
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
充
実
、
術
後
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
を
含

め
た
病
院
全
体
の
質
の
高
さ
も
物
語
る
。

地
域
に
お
い
て
、
脳
卒
中
の
中
心
的
な
病

院
と
し
て
、
馬
場
記
念
病
院
は
存
在
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

馬
場
記
念
病
院
で
救
急
医
療
の
中
心

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
脳
神
経

外
科
で
あ
る
。
こ
の
10
年
間
を
見
る
と
、

平
成
12
年
に
は
、
脳
神
経
外
科
に
入
院

さ
れ
た
患
者
さ
ま
は
１
２
６
９
人
だ
っ

た
が
、
平
成
21
年
で
は
お
よ
そ
1.7
倍
の

２
１
２
５
人
に
増
加
。
そ
の
う
ち
の
脳
卒

中
（
脳
梗
塞
・
脳
出
血
・
く
も
膜
下
出

血
）
の
患
者
さ
ま
も
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で

増
え
て
い
る
。
一
つ
の
民
間
病
院
で
、
こ
れ

ほ
ど
脳
神
経
外
科
領
域
、
な
か
で
も
脳

卒
中
の
救
急
患
者
さ
ま
を
受
け
入
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
は
、
堺
市
医
療
圏
で
は
も
ち
ろ

ん
、
全
国
的
に
見
て
も
稀
な
例
と
い
え
る

緊
急
手
術
は
昼
夜
を
問
わ
ず
24
時
間
体
制
。

つばさ 13
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24 時間、緊急手術ができる病院
だからこそ可能な t-PA治療。

脳梗塞の治療法として注目されるt-PA治療。t-PAとは脳
血管に詰まった血の塊を溶かす薬で、血流を早く再開でき
れば、それだけ後遺症を減らし、社会復帰できる確率が上
昇する。馬場記念病院では、t-PA治療の認可とともに積
極的に取り組み、実績を重ねてきた。しかし、「t-PAは両
刃の剣である」と魏医師は警鐘を鳴らす。「t-PAは劇的な
効果が期待される反面、血流が再還流したときに出血性
梗塞という病態になり、脳出血除去術が必要になることが
あります。従って、万が一の迅速な外科的処置が保証され
ていなくては決して使ってはいけない薬なのです」。その
ため、t-PAを使うには厳しい施設基準が設けられている。
馬場記念病院は、t-PA治療を24時間いつでも行える数
少ない病院の一つなのである。
また、t-PAの使用には、発症3時間以内という制約があ
る。この制約をクリアするためにも、馬場記念病院では、
救急隊が脳神経外科の医師に直接電話できる「脳卒中
ホットライン」を設け、一刻を争う患者さまの受け入れに
懸命に取り組んでいる。

t-PA治療実績の推移（平成21年）

［馬場記念病院調べ］
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脳卒中ホットラインの推移（平成21年）

［馬場記念病院調べ］
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堺
市
医
療
圏
で
発
生
す
る
、
脳
卒
中

の
救
急
患
者
さ
ま
の
大
半
を
引
き
受
け

る
脳
神
経
外
科
。
救
急
隊
か
ら
の
信
頼

も
絶
大
と
いっ
て
い
い
。

　
「
脳
神
経
外
科
に
限
っ
て
い
え
ば
、
二

次
、
三
次
救
急
と
い
う
垣
根
は
な
い
」
と

魏
医
師
は
断
言
す
る
。「
脳
神
経
外
科

は
非
常
に
狭
い
領
域
の
疾
患
を
対
象
と
す

る
た
め
、
救
急
救
命
と
い
う
点
で
は
第
三

次
救
急
医
療
機
関
と
同
レ
ベ
ル
の
高
度
な

医
療
を
提
供
で
き
て
い
る
と
自
負
し
て
い

ま
す
。
当
科
か
ら
第
三
次
救
急
医
療
機

関
に
転
送
す
る
ケ
ー
ス
は
、
外
傷
に
よ
る

多
臓
器
損
傷
な
ど
一
部
の
症
例
に
限
ら
れ

ま
す
」
と
魏
医
師
は
言
う
。

　

で
は
、
三
次
救
急
に
匹
敵
す
る
質
を

担
保
し
な
が
ら
、
数
多
く
の
患
者
さ
ま

に
対
応
で
き
る
秘
密
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ

ろ
う
。

治
療
の
標
準
化
が
ク
オ
リ
テ
ィ
を
保
つ
。

　
「
当
科
の
強
み
は
、
在
籍
す
る
医
師
全

員
が
同
じ
内
容
の
治
療
を
行
え
る
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
病
状
に
応
じ
た
治
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
明
確
に
定
め
、
薬
の
処

方
も
含
め
て
、
治
療
法
を
統
一
し
て
い
ま

す
。
対
処
法
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
だ
け
医
療
ミ
ス
の
リ
ス
ク
も
少
な
く
な

り
、
ス
ピ
ー
ド
も
加
速
さ
れ
ま
す
」。

　

し
か
し
、
医
師
の
経
験
に
よ
っ
て
、
技

量
の
差
は
多
少
な
り
と
も
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
医
学
は
実
践
と
経
験
の

学
問
で
す
か
ら
、
卒
後
２
年
目
の
医
師
と

ベ
テ
ラ
ン
の
医
師
で
は
、
自
ず
と
経
験
値

が
違
い
ま
す
。
で
も
、
当
科
で
は
若
い
医

師
が
ベ
テ
ラ
ン
の
医
師
の
手
術
を
間
近
に

見
て
、
匠
の
技
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
得
で
き

ま
す
。
そ
し
て
、
短
い
期
間
に
豊
富
な

症
例
数
を
経
験
し
、
技
能
を
磨
く
こ
と

　

魏
医
師
は
好
ん
で
、
脳
神
経
外
科
を

「
ブ
レ
イ
ン
チ
ー
ム
」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
、

「
脳
神
経
外
科
の
父
」
と
い
わ
れ
る
ド
ク

タ
ー
・
ク
ッ
シ
ン
グ
が
自
ら
の
チ
ー
ム
を
そ

う
呼
ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
だ
と

い
う
。

　
「
我
々
ブ
レ
イ
ン
チ
ー
ム
は
、
脳
神
経
外

科
領
域
に
特
化
し
た
能
力
の
あ
る
人
の

集
ま
り
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
医
師
だ
け
で
な
く
、

看
護
師
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ

な
ど
、
そ
の
他
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
も
あ
て

は
ま
る
こ
と
で
す
」
と
魏
医
師
は
言
う
。

　

と
く
に
脳
卒
中
は
、
後
遺
症
を
伴
う

こ
と
が
多
く
、
退
院
後
を
見
越
し
た
早

期
の
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

と
な
る
。
看
護
師
を
は
じ
め
と
し
た
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
担
う
役
割
も
大
き
い
。
か

ブ
レ
イ
ン
チ
ー
ム
の
チ
ー
ム
プ
レ
イ
。

ね
が
ね
、「
看
護
師
も
細
分
化
さ
れ
た
専

門
的
な
知
識
を
持
っ
て
、
医
師
と
同
等
に

活
躍
す
べ
き
」
と
い
う
持
論
を
持
つ
魏
医

師
の
も
と
に
、
昨
秋
、
う
れ
し
い
知
ら
せ

が
届
い
た
。
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

認
定
看
護
師
教
育
課
程
を
半
年
間
学
ん

だ
優
秀
な
看
護
師
が
戻
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
今
年
は
も
う
一
人
、
同

じ
教
育
課
程
を
学
び
に
い
く
看
護
師
が
い

る
。

　
「
専
門
的
な
知
識
を
身
に
付
け
た
看

護
師
が
育
つ
こ
と
は
、
ブ
レ
イ
ン
チ
ー
ム
の

能
力
向
上
に
結
び
つ
き
ま
す
。
今
は
ま

だ
人
数
が
少
な
い
で
す
が
、
継
続
し
て
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
け
ば
、
か
な
り
大
き
な

力
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
魏
医
師
は

期
待
を
寄
せ
る
。

が
で
き
ま
す
。
そ
の
凝
縮
し
た
時
間
が

若
い
医
師
を
育
て
、
結
果
と
し
て
誰
も
が

難
度
の
高
い
手
術
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
で
す
」。

　

脳
神
経
外
科
で
は
、
昼
間
は
も
ち
ろ

ん
、
当
直
時
間
帯
も
、
常
勤
医
８
名
が

交
代
で
こ
な
し
て
い
る
。
一
般
に
、
当
直

は
非
常
勤
医
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
任
せ
る
病

院
も
あ
る
が
、
脳
神
経
外
科
で
は
決
し

て
そ
う
い
う
こ
と
は
し
な
い
。
ま
た
、
若

い
医
師
の
診
療
に
お
い
て
は
、
常
に
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
が
責
任
を
持
っ
て
援
護
し
、

最
終
的
に
手
術
す
る
か
ど
う
か
は
、
魏

医
師
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
。
経
験
を

重
ね
た
医
師
で
あ
っ
て
も
、
魏
医
師
の
判

断
を
仰
が
な
く
て
は
手
術
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
深
夜
の
緊
急
手
術
で
あ
っ
て
も
、

魏
医
師
は
必
ず
連
絡
に
応
え
、
適
切
な

治
療
法
を
指
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
厳

密
な
ル
ー
ル
が
、
脳
神
経
外
科
の
ク
オ
リ

テ
ィ
の
高
さ
を
維
持
し
て
い
る
の
だ
。
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脳
神
経
外
科
が
た
く
さ
ん
の
患
者
さ

ま
を
診
療
で
き
る
理
由
と
し
て
、
も
う
一

つ
魏
医
師
は
「
急
性
期
後
の
充
実
し
た

フ
ォ
ロ
ー
」
を
挙
げ
る
。

　
「
患
者
さ
ま
の
症
状
に
よ
り
、
適
切
な

医
療
ス
テ
ー
ジ
を
用
意
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
当
院
で
は
、
救
急
・

急
性
期
か
ら
回
復
期
、
慢
性
期
、
そ
し

て
在
宅
療
養
ま
で
切
れ
目
な
く
患
者
さ

ま
を
支
え
る
仕
組
み
が
で
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
提
供

す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
医

療
福
祉
相
談
員
）
の
充
実
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
受
け
皿
が
背
景
に
あ
る
か
ら
こ

そ
、
我
々
外
科
医
は
プ
ロ
と
し
て
最
高
の

仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」。

　

社
会
医
療
法
人
全
体
で
患
者
さ
ま
を

支
え
、
外
科
医
が
１
０
０
％
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
発
揮
で
き
る
環
境
が
あ
る
か
ら
こ
そ

優
秀
な
医
師
が
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、

さ
ら
に
豊
富
な
治
療
実
績
を
積
み
重
ね

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
好
循
環
が
、
ブ

レ
イ
ン
チ
ー
ム
の
進
化
を
継
続
さ
せ
て
い

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
救
急
医
療
の
展

望
に
つ
い
て
、
田
中
に
聞
い
て
み
た
。「
当

院
は
こ
れ
ま
で
も
そ
う
で
し
た
が
、
脳
神

経
外
科
領
域
に
つ
い
て
基
幹
病
院
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、（
脳
）

神
経
内
科
な
ど
全
診
療
科
が
力
を
合
わ

せ
て
救
急
医
療
を
担
っ
て
い
く
考
え
で

す
。
と
く
に
、
内
科
・
循
環
器
科
で
は
、

今
春
か
ら
不
整
脈
の
専
門
医
が
加
わ
り
、

24
時
間
体
制
で
循
環
器
疾
患
の
患
者
さ

ま
に
対
応
で
き
る
体
制
も
整
い
ま
し
た
。

す
べ
て
の
診
療
科
が
地
域
の
N
o
．１
を

め
ざ
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

N
o
．２
、
N
o
．３
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
活
か

し
て
、
地
域
の
救
急
病
院
と
連
携
で
き
る

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
や
っ
て
、
ほ
か
の
民
間
病
院
と
役
割
分

担
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
救
急
の
安

定
、
安
心
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」。

脳
神
経
外
科
の
基
幹
病
院
と
し
て
、

救
急
医
療
の
拠
点
病
院
と
し
て
。
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医
療
資
源
を
適
正
配
分
し
、

堺
市
医
療
圏
に
適
し
た
救
急
救
命
シ
ス
テ
ム
を
。

馬
場
記
念
病
院　

院
長
（
社
会
医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス 

理
事
長
）

馬
場
武
彦

　

堺
市
で
は
今
、
第
三
次
救
急
医
療
機

関
の
新
設
を
含
め
、
医
療
全
体
の
再
生

を
図
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

状
況
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
、
馬

場
記
念
病
院
院
長
の
馬
場
武
彦
に
率
直

な
意
見
を
聞
い
た
。

　
「
堺
市
は
政
令
指
定
都
市
で
あ
り
な
が

ら
、
第
三
次
救
急
医
療
機
関
が
な
い
と

指
摘
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
補
う
だ
け

の
“
救
急
の
し
く
み
”
が
長
い
歴
史
の
な

か
で
育
ち
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、“
高
齢
者
で
中
等
症
・
軽
症
”
の

救
急
搬
送
が
急
増
し
て
い
る
状
況
に
し
っ

か
り
対
応
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
」。

こ
れ
は
、
根
拠
の
な
い
自
負
心
で
は
な
い
。

「
救
急
患
者
さ
ま
を
決
し
て
断
ら
な
い
」

姿
勢
を
貫
き
、こ
の
地
に
深
く
根
付
い
て
、

コ
ツ
コ
ツ
と
救
急
か
ら
在
宅
ま
で
を
網
羅

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
築
い
て
き
た
馬

場
だ
か
ら
こ
そ
語
れ
る
言
葉
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
馬
場
は
こ
う
続
け
た
。「
地

域
医
療
の
あ
り
方
に
は
、
こ
れ
と
い
う
決

ま
っ
た
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の

状
況
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
っ

て
当
然
だ
し
、
多
様
な
形
が
存
在
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
人
口
密
度

の
低
い
地
方
で
は
、
公
立
病
院
の
担
う
部

分
が
と
て
も
大
き
い
。
反
対
に
人
口
密
度

の
高
い
都
市
部
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

民
間
病
院
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
握
っ
て
救

急
を
支
え
て
い
ま
す
し
、
今
後
も
そ
う

あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、

地
域
ご
と
に
蓄
積
さ
れ
た
医
療
資
源
を
い

か
に
活
か
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」。

　

医
療
資
源
と
は
、
医
師
や
看
護
師
、

病
床
と
い
っ
た
医
療
に
関
わ
る
す
べ
て
を

指
す
。
堺
市
医
療
圏
で
い
え
ば
、
23
の

地
域
に
よ
っ
て
救
急
医
療
の
形
は

多
様
に
存
在
す
べ
き
。

救
急
病
院
が
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
ノ

ウ
ハ
ウ
や
人
的
パ
ワ
ー
が
医
療
資
源
で
あ

る
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
市
内
に
第
三
次
救
急
医

療
機
関
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
理
想
的
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
本
来
、
二

次
救
急
病
院
で
受
け
る
べ
き
患
者
さ
ま

を
、“
二
次
救
急
病
院
が
手
一
杯
だ
か
ら

三
次
で
引
き
受
け
る
”
と
い
う
状
態
に

な
っ
た
の
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
第

三
次
救
急
医
療
機
関
は
あ
く
ま
で
も
救

命
救
急
の
“
最
後
の
砦
”
と
し
て
、
複

数
の
診
療
科
領
域
に
わ
た
る
重
篤
な
患

者
さ
ま
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
徹
し
て
、

余
裕
を
持
っ
て
運
営
し
て
い
く
べ
き
だ
と

思
う
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に
、
地
域
の
医

療
資
源
を
適
正
配
分
し
て
、
病
院
同
士

が
う
ま
く
棲
み
分
け
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
堺
型
の
い
い
救
命
シ
ス
テ
ム
が
で
き

あ
が
る
と
思
い
ま
す
」。

　

で
は
、
堺
市
医
療
圏
に
不
足
し
て
い
る

医
療
資
源
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

　
「
や
は
り
、
手
薄
と
な
っ
て
い
る
小
児
、

周
産
期
の
救
急
医
療
の
充
実
が
急
務
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
部
分
の
強
化
を
行
政

に
も
大
い
に
期
待
し
た
い
。
こ
れ
は
、
私
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堺
市
医
療
圏
に
お
い
て
救
急
医
療
の
メ

イ
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
馬
場

記
念
病
院
。
し
か
し
、
馬
場
は
現
状
に

決
し
て
満
足
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
課
題
は
ま
だ
ま
だ
いっ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、“
救
急
搬
送

先
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
搬
送
ま
で

時
間
が
か
か
る
”
と
い
う
現
象
。
こ
れ

を
少
し
で
も
改
善
す
る
に
は
、
一
つ
の
病

院
が
頑
張
っ
て
も
だ
め
な
ん
で
す
。
そ
こ

で
、
堺
市
二
次
医
療
圏
で
は
、
堺
市
域

保
健
医
療
協
議
会
医
療
部
会
・
二
次
救

急
医
療
体
制
調
整
小
委
員
会
と
堺
市
医

師
会
、
そ
し
て
大
阪
府
堺
地
域
メ
デ
ィ
カ

ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
が
実
施
主
体
と

な
り
、
参
加
医
療
施
設
と
消
防
機
関
が

連
携
し
て
、
救
急
医
療
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
い
う
動
き
も
出
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
所
、

病
院
が
得
意
分
野
を
活
か
し
、
症
状
に

適
し
た
医
療
機
関
へ
迅
速
に
搬
送
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
」。

　

な
る
ほ
ど
、
自
分
の
家
族
が
突
然
急

病
で
倒
れ
た
と
き
、
症
状
に
適
し
た
病

院
を
と
っ
さ
に
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
ん
な
と
き
、
救
急
隊
に
「
症
状
に
合
っ

た
専
門
医
が
い
る
病
院
へ
速
や
か
に
搬
送

し
て
く
れ
る
仕
組
み
」
が
あ
れ
ば
、
地

域
住
民
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
心
強
い
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。

　

急
性
期
病
院
は
今
、
D
P
C
の
機
能

評
価
が
公
表
さ
れ
る
時
代
に
突
入
し
た
。

ど
の
病
院
が
ど
の
診
療
科
を
得
意
と
し
、

ど
れ
ほ
ど
の
治
療
実
績
を
上
げ
て
い
る
か

を
、一
目
瞭
然
に
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
二
次
救
急
、
三
次
救
急
と
い

う
垣
根
さ
え
も
取
っ
払
い
、
各
病
院
の
医

療
の
実
力
を
白
日
の
下
に
さ
ら
し
て
し
ま

う
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や
E
R（
※
）

と
い
う
言
葉
の
響
き
よ
り
も
、
豊
富
な

診
療
実
績
の
価
値
を
裏
付
け
る
も
の
で

も
あ
る
。

　
「
名
称
や
病
院
設
備
の
か
っ
こ
よ
さ
で

は
な
く
、
大
切
な
の
は
医
療
の
質
。
そ
こ

の
部
分
を
も
っ
と
多
く
の
皆
さ
ま
に
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
私
た
ち
は
社
会
医
療

法
人
と
し
て
、
大
阪
府
の
医
療
計
画
に

基
づ
い
て
必
要
な
救
急
医
療
を
担
う
使

命
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
使
命
を
全
う
す

べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
投
球
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
」。
馬
場
は
力
強
い
口
調

で
こ
う
締
め
括
っ
た
。

救
急
病
院
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
分
野
を
活
か
し
、

地
域
医
療
に
貢
献
。

た
ち
病
院
関
係
者
で
な
く
、
地
域
に
住

む
方
々
が
実
感
と
し
て
望
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
で
す
し
、
何
よ
り
も
優
先
し
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
だ
と
思
い
ま
す
」。

※
E
R
は
、
本
来
は
救
急
室
（
e
m
e
r
g
e
n
c
y 

r
o
o
m
）
の
略
語
だ
が
、
一
般
的
に
は
北
米
型
の
E
R

シ
ス
テ
ム
（
あ
ら
ゆ
る
救
急
患
者
さ
ま
を
受
け
入
れ
、
救

急
専
門
医
が
初
期
診
療
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
医

へ
橋
渡
し
す
る
体
制
）
の
こ
と
を
指
す
。
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医療から、そして看護、介護から。
地域社会を支える人々。

※ 診療所（アイウエオ順）そして事業所の順でご紹介しています。

　
「
幼
い
頃
に
か
か
っ
た
近
所
の
診
療
所
の

先
生
が
、
医
者
と
い
う
職
業
を
意
識
し

た
原
点
だ
っ
た
」
と
い
う
藺
牟
田
直
彦
院

長
。
い
く
つ
か
の
病
院
の
勤
務
医
を
経
て
、

平
成
22
年
３
月
１
日
、「
い
む
た
内
科
」

を
開
業
し
た
。「
大
き
な
病
院
で
専
門

医
と
し
て
働
く
の
も
意
義
は
あ
り
ま
し

た
が
、
患
者
さ
ま
が
何
で
も
相
談
で
き

る
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
働
く
こ
と
も
素

晴
ら
し
い
。
幼
い
頃
に
出
会
っ
た
近
所
の

先
生
へ
の
憧
れ
の
よ
う
な
気
持
ち
が
あ
り

ま
し
た
」
と
、
開
業
の
思
い
を
語
る
。

　

い
む
た
内
科
は
、
そ
れ
ま
で
診
療
し
て

い
た
児
島
深
井
診
療
所
を
そ
の
ま
ま
継

承
す
る
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。「
実
は
児

島
先
生
の
前
に
も
、
も
う
一
人
、
診
療
し

て
い
た
先
生
が
い
て
、
言
っ
て
み
れ
ば
私
が

３
代
目
に
な
り
ま
す
。
先
々
代
か
ら
通
っ

て
い
る
と
い
う
患
者
さ
ま
も
お
ら
れ
、
昔

か
ら
こ
の
場
所
に
あ
る
診
療
所
と
し
て
、

地
域
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
よ
う
で

す
」。

　

ス
ム
ー
ズ
な
継
承
開
業
を
め
ざ
し
、
院

長
は
開
院
ま
で
の
３
カ
月
間
、
週
に
数
日

間
、
児
島
先
生
を
手
伝
っ
て
診
療
し
た
と

い
う
。「
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
き
、

児
島
先
生
の
い
い
と
こ
ろ
、
残
し
て
い
き

た
い
こ
と
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
院
長
は
振
り
返
る
。
こ
う
し
た

入
念
な
準
備
も
あ
り
、
開
院
後
も
患
者

さ
ま
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
す
ん
な
り

と
地
域
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
前
の
診
療
所
と
違
う
点
は
、
新
た

に
院
長
の
専
門
で
あ
る
「
神
経
内
科
」

を
標
榜
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
神
経
内

科
は
比
較
的
新
し
い
診
療
科
で
、
脳
卒

中
や
認
知
症
、
難
病
と
い
わ
れ
る
脊
髄

小
脳
変
性
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の

ペガサスは、地域の診療所、
そして、看護、介護に関連する事業所と、連携を行っています。
診療所は、地域の皆さまにとって、医療を受ける「最初の窓口」。
丁寧な診察による適切な診断・治療を行い、また、病院の紹介を通して、
患者さまの「かかりつけ医」として、健康状態を総合的に管理してくれます。
看護、介護に関連する事業所は、在宅で療養する皆さまの「パートナー」。
ご本人はもちろん、ご家族の毎日を支えたり、
快適な生活の場そのもののご提供により、皆さまを支援します。
特集２では、こうした診療所、事業所をご紹介していきます。

安
心
し
て
な
ん
で
も
相
談
で
き
る

地
域
の
診
療
所
を
め
ざ
し
て
。

診
療
所
を
継
承
開
業
。

患
者
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
を

一
歩
ず
つ
育
ん
で
い
く
。

神
経
内
科
の
専
門
医
と
し
て
、

患
者
さ
ま
、
ご
家
族
と

末
長
い
お
つ
き
あ
い
を
。

特集2
Pegasus Tsubasa  

専
門
の
神
経
内
科
領
域
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

健
康
上
の
悩
み
に
幅
広
く
応
え
て
い
く
。

診療所
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毎
日
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
あ
、
小
救
急

病
院
み
た
い
で
す
ね
」。
院
長
は
常
に
走

り
ま
わ
っ
て
、
急
患
や
在
宅
療
養
患
者
さ

ま
の
急
変
に
対
応
し
て
い
る
。

　

在
宅
に
お
け
る
医
療
連
携
に
は
患
者

側
、
訪
問
看
護
、
か
か
り
つ
け
医
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
直
ぐ
に
連
絡
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
強
固
な
連
携
関
係
が
必
要
で

あ
り
、
そ
れ
は
、
日
々
の
情
報
の
共
有
と

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
。

「
毎
日
、
訪
問
看
護
の
担
当
者
や
ご
家

族
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
患
者
さ
ま
や

ご
家
族
が
ど
う
し
た
ら
幸
せ
な
の
か
と
い

う
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
取
る
こ

と
が
、
安
心
な
在
宅
医
療
を
提
供
す
る

こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
院
長
。
安
心
な
在
宅
医
療
と
は
、
例

え
ば
患
者
側
が
、
緊
急
時
や
相
談
し
た

い
と
き
に
直
ぐ
に
連
絡
が
取
れ
る
環
境

が
整
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。「
在
宅
療
養

で
世
話
を
し
て
い
る
ご
家
族
の
方
々
は
常

に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
何
か
心
配

事
が
あ
っ
て
も
私
が
外
来
診
療
の
時
間
は

連
絡
し
に
く
い
ん
で
す
ね
。
そ
ん
な
と
き

は
ペ
ガ
サ
ス
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
連

絡
が
行
き
、
担
当
者
か
ら
私
の
と
こ
ろ
へ

連
絡
が
来
る
。
何
か
あ
っ
た
ら
直
ぐ
に
相

談
で
き
る
体
制
は
大
き
な
安
心
に
繋
が
っ

て
い
る
は
ず
で
す
」。

ほ
か
、
日
常
的
な
頭
痛
、
め
ま
い
、
し
び

れ
と
い
っ
た
症
状
に
も
対
応
す
る
。「
神

経
内
科
の
診
療
所
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の

で
、
そ
の
意
味
で
も
こ
の
地
域
の
皆
さ
ま

の
お
役
に
立
ち
た
い
」
と
院
長
は
意
欲
を

燃
や
す
。
ま
た
、
神
経
難
病
や
認
知
症

は
いっ
た
ん
病
気
に
な
る
と
、
そ
の
先
ず
っ

と
治
療
を
続
け
て
い
く
こ
と
も
多
い
。「
勤

務
医
で
あ
れ
ば
転
勤
も
あ
り
ま
す
が
、

診
療
所
の
医
師
で
あ
れ
ば
一
生
患
者
さ
ま

と
お
つ
き
あ
い
し
て
、
ご
本
人
や
ご
家
族

の
悩
み
に
応
え
て
い
け
ま
す
。
介
護
分

野
と
連
携
し
な
が
ら
、
在
宅
医
療
に
取

り
組
む
こ
と
も
今
後
の
課
題
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」。

　

ま
た
、
院
長
は
病
院
と
の
連
携
に
も

力
を
注
い
で
い
る
。「
ど
ん
な
健
康
上
の

悩
み
に
も
幅
広
く
応
え
つ
つ
、
必
要
に
応

じ
て
馬
場
記
念
病
院
や
適
切
な
専
門
医
へ

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
」。
し
か
も
、
病
診

連
携
の
形
は
患
者
さ
ま
の
ご
紹
介
に
留
ま

ら
な
い
。「
糖
尿
病
の
患
者
さ
ま
が
多
い
こ

　

田
村
外
科
医
院
の
田
村
友
彦
院
長
は
、

現
在
、
あ
る
末
期
の
胃
癌
患
者
さ
ま
の

か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、
ペ
ガ
サ
ス
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
在
宅
医
療
に
携
わ
っ
て
い
る
。「
末
期

の
胃
癌
患
者
さ
ま
に
は
、
お
腹
に
チ
ュ
ー

ブ
が
入
っ
て
い
ま
す
し
、
食
事
を
取
る
こ

と
が
ま
ま
な
ら
な
い
。
日
常
の
チ
ュ
ー
ブ

管
理
や
、
食
事
指
導
な
ど
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
が
、ペ
ガ
サ
ス
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
方
々
が
日
々
の
全
身
管
理
を
し
て

い
ま
す
し
、
ま
め
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ

る
の
で
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
」。

　

院
長
は
昭
和
62
年
に
大
阪
医
科
大
学

を
卒
業
後
、
外
科
、
整
形
外
科
、
麻
酔

科
、
救
急
医
療
な
ど
を
経
験
し
、
平
成

10
年
に
父
親
の
後
を
継
い
で
院
長
と
な
っ

た
。
日
々
の
外
来
の
他
に
、
外
傷
に
よ
る

救
急
患
者
さ
ま
の
受
け
入
れ
、
障
害
者

施
設
へ
の
訪
問
検
診
や
産
業
医
と
し
て
、

そ
し
て
合
間
を
縫
っ
て
訪
問
診
療
を
行
う

な
ど
、
地
域
医
療
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。「
昭
和
48
年
に
父
親
が
開
業
し
た

当
時
か
ら
、
外
傷
の
救
急
患
者
さ
ま
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
し
て
ね
。
こ

の
辺
り
は
中
小
企
業
が
多
く
、
仕
事
場

で
の
突
然
の
怪
我
な
ど
、
外
傷
の
急
患
が

患
者
さ
ま
、
そ
の
ご
家
族
の
幸
せ
を

実
現
す
る
在
宅
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
。

強
固
な
連
携
体
制
を
築
き

大
き
な
安
心
を
提
供
す
る
。

訪
問
診
療
、
訪
問
検
診
、

そ
し
て
産
業
医
と
し
て

地
域
医
療
に
貢
献
。

日
々
の
情
報
共
有
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
連
携
を
深
め
る
。

と
か
ら
、
先
日
、
馬
場
記
念
病
院
か
ら

管
理
栄
養
士
の
方
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
の
検
査
装
置
も
レ
ン
タ
ル
で
き
る
と
聞

き
、
今
後
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
医

療
資
源
の
限
ら
れ
る
診
療
所
と
し
て
は
と

て
も
あ
り
が
た
い
で
す
ね
」
と
院
長
は
笑

み
を
こ
ぼ
す
。
病
診
連
携
を
密
に
図
り

な
が
ら
、
い
む
た
内
科
は
こ
の
地
に
根
を

張
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

Pegasus Tsubasa  特集2

診療所

いむた内科 
院長：藺牟田直彦
所在地：大阪府堺市中区深井中町 759-1 
TEL：072-278-0336
診療科：内科、神経内科、
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つばさ

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
」。
例
え

ば
、
ど
ん
な
に
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
自

分
で
歩
け
る
人
は
食
堂
ま
で
歩
い
て
い
た

だ
く
の
が
、た
か
い
し
苑
流
の
見
守
り
方
。

過
度
の
手
助
け
を
せ
ず
、
自
主
性
や
自

立
心
を
尊
重
す
る
こ
と
が
、
ご
本
人
の
豊

か
な
暮
ら
し
に
結
び
つ
く
と
考
え
る
か
ら

だ
。

　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
自
立
し
て
生
活
で
き
る

こ
と
が
入
所
の
条
件
だ
が
、
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
人
も
多
い
と
い
う
。「
そ

こ
で
、
医
療
の
部
分
の
サ
ポ
ー
ト
、
と
く

に
診
療
所
の
先
生
と
の
連
携
が
大
切
で

す
」
と
事
務
長
は
強
調
す
る
。
た
か
い

し
苑
で
は
、
入
居
者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、
基
本
的
に
２
週

間
に
１
回
往
診
に
来
て
も
ら
う
体
制
だ
。

万
一
、
容
態
が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
職
員

社会福祉法人福昭会 ケアハウス たかいし苑
住所：大阪府高石市取石 3-4-73
TEL：072-275-0525
事務長：古川潤也
事業内容：ケアハウス、ケアプランセンター、

デイサービスセンター、ヘルパーステーション

は
か
か
り
つ
け
医
に
現
状
を
で
き
る
だ
け

正
確
・
迅
速
に
報
告
し
て
判
断
を
仰
ぐ
。

　
「
か
か
り
つ
け
医
の
な
か
に
は
、
24
時

間
体
制
で
ご
協
力
い
た
だ
け
る
先
生
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
夜
中
に
電
話
し
て
も

快
く
応
じ
て
、
服
薬
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

詳
細
な
指
示
を
く
だ
さ
る
。
そ
れ
で
も

状
況
が
変
わ
ら
ず
“
救
急
搬
送
が
必
要
”

と
判
断
さ
れ
る
と
、
馬
場
記
念
病
院
へ
連

絡
し
、
救
急
搬
送
の
手
配
ま
で
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
連
携
の
要
で
す
が
、“
事

業
所
・
診
療
所
・
病
院
”
を
結
ぶ
理
想

的
な
連
携
関
係
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
」
と
事
務
長
は
言
う
。
健
康
は
、
安

心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
根
幹
を
な
す
も

の
で
あ
る
。「
医
療
連
携
の
充
実
こ
そ
大

切
」
と
考
え
る
た
か
い
し
苑
で
は
、
診

療
所
、
病
院
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

入
居
者
さ
ま
の
健
や
か
な
日
々
を
し
っ
か

り
支
え
て
い
る
。

広
い
の
で
、
幅
広
く
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施

設
が
満
員
で
入
れ
な
い
、
と
い
う
方
々
の

受
け
皿
と
し
て
も
機
能
し
て
い
ま
す
」と
、

事
務
長
は
語
る
。

　

た
か
い
し
苑
は
、
平
成
７
年
に
開
所
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
併
設

し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
４
階
建
て
の
快

適
な
居
住
空
間
で
、
多
く
の
方
々
が
穏

や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
運
営
に

お
い
て
重
視
し
て
い
る
の
は
「
自
主
性
の

尊
重
」
だ
と
い
う
。「
も
ち
ろ
ん
最
低
限

の
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
す
が
、
入
居
者
さ
ま

が
し
た
い
こ
と
を
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
職
員
は
そ
れ
を
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
べ

き
か
、
各
自
で
考
え
な
が
ら
、
お
手
伝
い

　
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
存
在
を
、
多
く
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語
る
の
は
、
社

会
福
祉
法
人
福
昭
会
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
た

か
い
し
苑
」
の
古
川
潤
也
事
務
長
で
あ

る
。
確
か
に
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
名
前
は
知
っ

て
い
て
も
、
そ
の
中
身
ま
で
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
方
も
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
老
人
福
祉
施
設

の
一
つ
で
、
簡
単
に
い
う
と
、
60
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
し
た
食
事
・
入
浴
付
き

の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
。「
定
義
が

入
居
者
さ
ま
が
し
た
い
こ
と
を

自
由
に
で
き
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

入
居
者
さ
ま
も
職
員
も
、

「
自
主
性
の
尊
重
」
を
基
本
に
。

か
か
り
つ
け
医
と
連
携
し
、

病
気
に
な
っ
た
と
き
も

迅
速
に
対
応
す
る
。

　

今
後
は
ペ
イ
ン
ク
リ
ニッ
ク
に
力
を
入
れ

た
い
と
い
う
院
長
。
実
は
父
親
を
癌
で
亡

く
し
、
疼
痛
薬
に
よ
る
副
作
用
の
辛
さ

を
間
近
で
見
て
い
た
。「
癌
の
痛
み
は
本

当
に
辛
い
。
副
作
用
を
最
小
限
に
お
さ

え
、
痛
み
を
完
全
に
取
っ
て
あ
げ
る
こ
と

が
理
想
で
す
」。
院
長
は
患
者
側
の
意
向

に
添
え
る
、
満
足
度
の
高
い
在
宅
医
療
に

向
け
て
日
々
研
鑽
を
積
み
、
常
に
患
者
さ

ま
の
幸
せ
を
考
え
た
安
心
で
き
る
地
域

医
療
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
。

Pegasus Tsubasa  特集2

診
療
所
、
病
院
と
の
医
療
連
携
を
大
切
に
、

ご
高
齢
の
方
々
の
健
康
と
安
心
を
支
え
て
い
く
。

事業所

医療法人嘉祥会 田村外科医院
院長：田村友彦
住所：大阪府堺市西区津久野町 1-8-12 
TEL：072-273-1381
診療科：外科、整形外科、胃腸科、泌尿器科、

皮膚科、放射線科
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社
会
医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス
で
は
こ
の
４
月
、

１
０
２
名
の
新
入
職
員
を
迎
え
ま
し
た
。

１
０
２
名
と
い
う
人
数
は
当
法
人
に
お
い
て

過
去
最
多
で
あ
り
、
医
療
の
み
な
ら
ず
、
地

域
社
会
の
活
性
化
に
も
少
な
か
ら
ず
貢
献
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
職
種
別
で
は
、

看
護
師
や
診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
検
査
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行
わ
れ
ま
し
た
。
診
療
報
酬
と
は
、
診
療
所

や
病
院
な
ど
医
療
機
関
が
、
患
者
さ
ま
に
提

供
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
と
し
て
受
け

取
る
報
酬
を
指
し
ま
す
。
１
点
10
円
で
、
す

べ
て
の
医
療
行
為
に
つ
い
て
点
数
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

改
訂
は
２
年
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
10
年
余
り
は
マ
イ
ナ
ス
改

訂
、
す
な
わ
ち
、
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ
る

報
酬
は
下
が
り
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し

た
な
か
、こ
の
４
月
の
改
定
で
は
10
年
ぶ
り
に
、

わ
ず
か
な
が
ら
改
定
率
が
総
額
で
０
・
１
９
％

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
定
で
は
、
難
易
度
の
高
い
手
術

の
技
術
、
病
院
勤
務
医
の
負
担
軽
減
、
そ
し

て
、
入
院
管
理
な
ど
、
医
師
の
技
術
や
病
院

の
機
能
な
ど
へ
の
評
価
と
いっ
た
、
疲
弊
す
る

医
療
現
場
を
支
え
よ
う
と
す
る
対
策
を
窺
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
誌
・
第
１
特

集
で
も
取
り
上
げ
た
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
の

診
療
実
績
を
重
視
す
る
傾
向
も
あ
り
、
医
療

の
透
明
化
・
効
率
化
・
標
準
化
・
質
の
向
上

な
ど
に
つ
い
て
、
病
院
ご
と
に
適
正
評
価
す
る

と
い
う
新
た
な
動
き
も
出
始
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
定
を
受
け
て
も
、
医
療
機
関
の

経
営
が
苦
し
い
こ
と
に
は
、
ま
だ
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
ペ
ガ
サ
ス
は
、
医
療
崩

壊
が
懸
念
さ
れ
る
今
日
、「
暮
ら
し
の
安
全
・

安
心
を
支
え
る
医
療
の
再
構
築
」
を
願
う
、

社
会
全
般
の
期
待
が
込
め
ら
れ
た
も
の
と
考

え
ま
す
。
そ
の
大
き
な
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

医
療
の
高
度
化
や
療
養
環
境
の
向
上
に
努

め
、
公
益
性
の
高
い
社
会
医
療
法
人
と
し
て

の
使
命
達
成
に
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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地域にとって本当に必要な医療とは ――
救急医療の視点から、
地域医療のこれからを考える。

特集 1

医療から、そして看護、介護から。
地域社会を支える人々。特集 2

技
師
、
そ
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ

フ
な
ど
多
彩
で
す
。

　

な
か
で
も
看
護
師
は
新
た
に
60
名
が
加
わ

り
、
看
護
職
員
は
法
人
全
体
で
総
勢
３
８
０

名
余
り
に
増
加
。
こ
れ
は
、
馬
場
記
念
病
院

に
お
い
て
、
各
病
棟
に
こ
れ
ま
で
よ
り
手
厚
く

看
護
師
を
配
置
し
、
急
性
期
病
院
と
し
て
最

高
レ
ベル
の
「
７
対
１
」
の
看
護
体
制
実
現
を

め
ざ
し
た
も
の
で
す
。「
７
対
１
」
の
看
護
体

制
と
は
、
１
日
24
時
間
を
平
均
し
て
、
入
院

患
者
さ
ま
７
人
に
つ
き
、
看
護
師
１
人
が
勤

務
し
て
い
る
と
い
う
も
の
。
救
急
患
者
さ
ま
、

急
性
期
患
者
さ
ま
を
中
心
に
、
よ
り
濃
厚
な

看
護
を
提
供
し
、
チ
ー
ム
医
療
の
質
を
高
め

て
い
く
方
針
で
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
新
入
職
員
を
迎
え
、
今
後

さ
ら
に
職
員
教
育
に
も
力
を
注
い
で
い
き
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
よ
り
新
卒

入
職
者
は
、
胸
に
「
若
葉
バッ
ジ
」
を
つ
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
人
で
あ
る
こ
と

を
皆
さ
ま
に
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

法
人
全
体
で
し
っ
か
り
育
て
て
い
く
こ
と
が
目

的
で
す
。
こ
う
し
た
新
人
教
育
に
力
を
入
れ

る
と
同
時
に
、
各
部
門
で
の
各
種
専
門
教
育
、

そ
し
て
、
法
人
全
体
で
の
組
織
横
断
的
な
教

育
を
組
み
合
わ
せ
て
、
全
職
員
の
能
力
向
上

を
図
り
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
４
月
に
、
診
療
報
酬
の
改
定
が

医療が変わります。
ペガサスも変わります。
地域医療を取り巻く環境は、変わり続けています。
その変化を見つめて、ペガサスでは、馬場記念病院を中心に、
さまざまな取り組みを行っています。
その取り組みの目的や方向性、また、
皆さまにご理解いただきたい点をお伝えします。

過
去
最
多
１
０
２
名
の
職
員
を
採
用
。

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
22
年
度
診
療
報
酬
改
定
。

社
会
の
期
待
に
応
え
、
よ
り
高
度
な

医
療
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

『つばさ』34 号は、社会医療法人協和会理事長・加納総合
病院院長 加納繁照先生のご研究内容と、そこで蓄積された
データを、ご厚意によりご提供いただき、企画・編集をすること
ができました。心より深く御礼を申し上げます。

Ｓｐｅｃｉａｌ　ｔｈａｎｋｓ
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医
療
と
は
、
設
立
母
体
の
違
い
に
関
係
な
く
、

地
域
に
と
って
は
、
す
べ
か
ら
く
「
公
」
の
機
能
で
あ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
医
療
と
は
、
生
活
者
の
日
々
の
暮
ら
し
に
お
い
て
、

安
心
と
安
全
を
支
え
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

そ
れ
を
前
提
に
、「
地
域
」
と
「
医
療
」
を
考
え
た
と
き
、

個
々
の
医
療
機
関
を
切
り
離
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

地
域
と
い
う
、「
面
」
で
持
って
い
る
医
療
資
源
の
総
合
力
が
、

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
い
か
に
有
効
に
、
効
率
的
に
、
組
み
合
わ
せ
る
か
。

そ
の
視
線
の
先
に
こ
そ
、

こ
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
、
医
療
の
カ
タ
チ
が
生
ま
れ
て
く
る
。

他
の
地
域
と
、
決
し
て
一
律
で
は
な
い
、

こ
の
町
な
ら
で
は
の
、
安
心
と
安
全
の
カ
タ
チ
が
生
ま
れ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
医
療
提
供
者
だ
け
で
成
し
得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
町
に
暮
ら
す
皆
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
が
、

今
、
こ
の
町
が
持
つ
医
療
の
総
合
力
を
、

見
つ
め
直
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
も
し
お
気
づ
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
ペ
ガ
サ
ス
は
、
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
、

私
た
ち
の
町
に
と
って
、
最
も
良
い
医
療
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

社
会
医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス　

理
事
長　

馬
場
武
彦


